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 第 1章 序論 
 第 2章 台湾の日本植民時期の日本・台湾茶文化 
 第 3章 家元・茶会・茶文化交流活動についての考察 
 第 4章 茶道具に関する考察 
 第 5章 中国における茶芸作法 
 第 6章 台湾茶芸作法に関する考察 
 第 7章 日本の点前と作法の総合比較 



























































いて（第 3章、第 4章、第 5章、第 6章、第 7章）、「茶道具」の写真を掲載したうえでの記述が見られ
る。茶道具の並べかたや形や色など、説得力のある議論が展開しているのではあるが、あちこちに散見さ
れる「茶道具」の記述の括りかたを工夫し、全体の構成にメリハリをつけると、さらに優良な論文になっ
たであろう。 
第二の問題は、朝鮮半島における茶文化を研究対象から排除した理由が、かならずしも明らかでないこ
と。この点に関しては、論文の構想当初に筆者が悩んでいたのではあるが、いつしか論文視野の外に置か
れることになった。「今後の課題」のなかで筆者本人が「朝鮮茶礼の視点を加えて東アジア茶文化像を理
解することは今後の一つの目標である」と述べているように、それは適切で必要な方向であろう。 
とはいえ、貴重な茶文化のデータを、日本・中国・台湾という三地域において収集し、それらのデータ
を使いこなして茶文化像の一端を明らかにした本論文の成果は、極めて優れたものであると判断される。 
 
 
 
２ 最終試験 
 平成２６年１１月１０日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。 
 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有す
るものと認める。 
 
